
お米 【雪みず田んぼ】田んぼに降り積もった雪を利用します。水が流れ出ないようにたんぼ 

の水の出口を塞ぎ、雪どけ水をためる事により、微生物の活動が活発になりトロトロ層 

が出来るなど、田んぼの生きものが増えます。 

その事により田んぼが肥よくになり、命豊かな田んぼが出来るのです。 

 

果物 【整枝剪定(せいしせんてい)】木の勢いと形をととのえて、まんべんなく日光が当たる 

ように古い枝などを切り落とします。光合成が促進し、その結果美味しい実がなります。
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おきたまの睦月 

新年明けましておめでとうございます。 

昨年は大震災とＴＰＰという国難が私たちの生活を襲う大変な年でした。それで

も田んぼは消費者の皆さまのご協力と田んぼに住む生きもの達の力を借りて安全で

おいしいお米を私たちに恵んでくれました。 

今回のように、自然はやさしさだけではなく、私たち人間の力を試すような大震

災もおこします。それでも人々は廃墟から立ち上がり「ガンバロー東北」の合言葉

と全国のあたたかいご支援により、いつの日か復興出来るものと信じています。 

しかし、原発事故は未だ全容が見えず、人間の手に負えない代物であることが、

時が経つごとにはっきりしてきました。 

それでも日々の食の安全は守らなければなりません。 

私たちは、全農家、全作物の検査ぐらいしか対応できず、どうしたら消費者の皆

さまのご理解が得られるのか苦慮しているところです。 

それに追い打ちをかけるようなＴＰＰ問題！！ 

今でさえ農家の担い手がなく、食糧自給率が４割を切り、医療で格差が広がり、

若者が働く場を失っています。１％の人が豊かになり過ぎ、９９％の人々が苦しん

でいる社会をこれ以上推し進める路線を選ぶのか、皆さんが仲良く安心して暮らせ

る世の中をつくるのか、社会のあり方が問われていると思います。 

農業と工業、生産者と消費者を対立させるからくりに惑わされることなく、産直

運動で培った連帯の力で、このねじれを正す年にすることを、年の始めの決意とし

たいと思います。 

本年も宜しくお願い致します。 

                   農事組合法人山形おきたま産直センター

代表理事組合長 渡沢賢一 



 

 

                            

 

 

 
 

 

 

放射性物質に関するアンケート結果報告 

10～11 月に実施したアンケートについてご報告させて頂きます。 

12 月 1 日到着分まで 546 件の回答を頂きました。 

 

Q１放射性物質に関する情報の主な入手方法は？(複数回答) 

A テレビ 413 件 B 新聞 361 件 C ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 63 件 D その他 35 件 

 

 

Q2 国が出した放射性物質の暫定規制値以下の食品は食べようと思いますか？ 

A 食べる 361 件     B 食べない 98 件     C その他 87 件 

 

 

 

 

 

Q3 以前、放射性物質が検出された牛肉が市場に出回ったﾆｭｰｽがありましたがその時

牛肉に対する対応はかわりましたか？(複数回答) 

A いつもとかわらず買って食べていた 143 件 

 

 

B しばらく牛肉を買わなくなった 187 件 

C 外国産にかえた 37 件    D 国内で産地をかえた 84 件 

 

 

E その他 120 件 

 

Q4 最後に、原発についてどう思いますか？ 

A すぐに止めたほうが良い 292 件 

B 当面は必要だが将来止めたほうが良い 220 件 

C 将来も必要だと思う 19 件    D その他  15 件 

上記のような結果となりました。 

Q1 では、独自に学習会を行ったり講演を聞いたりされている方、個々に 

情報収集を行っている方が多く関心の高さがうかがえました。 

Q2 では、消費者の皆さんは産地を選び、自身で判断し食品を購入している事が 

わかり素晴らしいと思いました。 

Q3 では、何らかの影響で牛肉を食さない方が多く、BSE 問題などの影響もある 

ように感じられました。 

Q4 では、将来的には原発のない社会を望むご意見が圧倒的多数でした。 

 

消費者の皆さんは、風評に惑わされないようご自身で食品を選択し、購入さ 

れている事わかりました。私達生産者は消費者の皆さんへ、安心して食べて 

頂けるよう今後とも継続して生産、情報発信を行っていきます。 

アンケートにご協力ありがとうございました。 

その他  ラジオ 市のお知らせ 雑誌 学習会 生協新聞 新婦人新聞など 

◎産地を選んで食べる 

◎その都度自分で判断する 

◎売っているものは食べる  

◎なるべく食べたくないが 

仕方がない 

◎ゼロの食品を食べる 

◎国の出す基準は信用できない 

◎日本の基準値は甘い 

 

◎大人は食べるが子供には食

べさせない 

◎西日本側のものを買う 

◎あまり気にしていない 

 

◎高齢なので気にしない  ◎風評に振り回されない  ◎生協で購入しているため安心している 

◎オーストラリア産に替えた ◎外国産は信用できない  

◎普段から牛肉は食べない  ◎普段から肉は食べない 


